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学生が評価の主体者となるルーブリックの実践 
― グループ活動における個人の学びを評価する手法として ― 
The Effects of Co-creating Rubrics on Assessment and Evaluation  
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他者を評価する他己評価を実施した。その後、「評価尺度」のよいに 2 点、ふつうに 1 点、わるい
に 0 点を加算し、合計点を算出した。グループは 5 名から 6 名で構成されているため、他己評価
は 5 名ないし 6 名の採点合計の平均点を用いて算出した。27 名を対象に、自己評価と他己評価を
比較した結果が図４である。27 名中 20 名が自己評価より他己評価が高く、5 名は、自己評価が
他己評価より高く、2 名は自己評価と他己評価が同一であった。 


























査内容の有無、④仮説分析の有無（5 点）、⑤仮説検証の有無（5 点）、⑥今後の展開の有無（5 点）
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 次に、他己評価と自己評価の差（他己評価−自己評価）がマイナスから＋10 までの学生と＋11
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